






















































涙の理由は、我が身姫が亡き皇后の宮に似ている だと考えられこのような関白の様子と女房たちの噂話 ら、我が身姫は自身の父親が関白であることを理解する。関白は彼女を対 住 わせた後も、「 （北の方腹の女君を） かく重き方にはいみじうもてなし給へど、 （我が身姫に）うち添ひ給へる心やすさぞ、かばかり あらぬをも……」と北の方腹 女君以上に我が身姫を大切にしており、関白にとっての我が身姫は、皇后の宮を思い出す形代として機能している。
我が身姫が音羽山を出る契機となったのが、関白の息子・三位中
将と皇后の宮腹の皇子・二の宮によ 垣間見事件であっ 。三位中将は音羽山で「柱隠れに見つけざりし」と直接顔を見たわけでな
かったため、関白が引き取ってきた我が身姫が、音羽の姫君と同一人物であることに気が付かない。同父妹に対して恋情を抱くことはないため、彼の視線はかねて らの思い人であった女三の宮に集中する。音羽の姫君への思いが消えたわけではないのだが、音羽の姫君と我が身姫が同一人物ゆえ、実在し 存在への思いとなり 成就する可能性は立ち消えている。
三位中将が密かに思いを寄せている女三の宮は皇后の宮の娘であ
り、我が身姫 は同母姉妹だ。二人 容姿は、当人たちが「かたみにあさましうぞおどろかれ給ふ」ほど酷似していることが記されている。しかし三位中将は、二人の酷似を不審に思うものの血 繋がりを疑うことはなく、
……あやしう（我が身姫を）見奉るにつけて、いとど（女三の宮への）思ひさましがたきゆゑなむ侍 。なめげなる心ならばこそあやしとも思し召されめ、ただかばかりをあはれに行方かりける契りのほどかなとも、のたまはせ慰めよ。さ だ かけとどめ侍らむ」とて、御袖を引き寄せていとけ近きに……
（巻三・一三三頁）








と三位中将が自分と女三の宮を重ね合わせることはもっともだと理解を示しており、 身が形代であることに自覚的であるのに加え、波線部のように自らの素姓を明かすこ ができずに心 痛めている。女三の宮から と 関係 打ち明けられた際も、気の毒には思いながらも、 「かくなむともうち出でむにさかしうつきなかるべきを」と真実を告げることを躊躇い、二人の間で板挟みとなっている。女三の宮と 対面を通して母親が皇后の宮 あることを悟り、長年の疑問であった自らの素姓を完全に理解したも の、悩みがそこで尽きることはなく、新たに三位中将と女三の宮ととなった「心苦し」さを抱いているのだ。
女三の宮との対面は、我が身姫に母の血を強く意識させるととも

























































































を踏まえている。しかし、 「さにやと聞き奉りし人も、もの見分くばかりにては、また見聞こゆるときもなし。なほ世にやおはすらむ、亡くなりにけむもさだかに知らず」 語られていたよう 、我が身姫は父・関白 引き取られるまで、一度も実の両親に対面 たことがなく、母 女三の宮の側に行くことができる薫とは大 く異なる。さらに、
……かけても思ひ寄るべき身のうさかは。何ごとの報いに、
我が身ひとつにかかる契りのあるべき。……（父も母も）まことに思ひ寄るずちならば、誰もいかなる御心にてか、足の立たぬ蛭の子とはしづみゐるべきと、うち へし思ふも、げに心得られず、もの な きことぞ多かる。

（巻一・十三頁）
















そろしきものにのみ思したるも、これ（悲恋帝）はただ稚児の思ふさまにうつくしきとのみ思し召しあたつければ、 「かくこの御方（皇太后宮）をむつましう思し召し るこそ、うれしう思ふやうなれ…… らもな 御け きの、同じことと聞こゆる中に、いみじう思ふさまにおはします」などのたまはせて、いかで御心にかなはむことをと、時のほどにも、絵物語・見えぬさまなる 物の具 ど取り出でさせ給ふを……
（巻七・一五五～一五六頁）
のように、幼い悲恋帝を皇太后宮に好意を寄せる一人の男性として意識していなかった。そればかりか、 「うらもなき御けしき」と悲恋帝の心中を完全に見誤っているのである。皇太后宮の自死は、彼女の行動を制止できるような女房が不在 ったことも原因の一つであるが、それ以前に我が身姫の影響 非常に大きかったと言える。
我が身姫は「皇太后宮の御ことの後、尽きせぬ御嘆きに弱らせ給
ひ」と巻八で亡くなる。彼女のように母親の立場で苦悩する女院は、同時代の作品『風に紅葉』や『 はでしのぶ』にも見える趣向で、野村倫子氏は










































































































よりけにて、ただ人のやうに並びおはします……」と描写されるように、退位した三条院は後涼殿と生活を共にしていた。一方の麗景殿は「宮の女御のみぞ世のなかを思し乱れて、よろづ人笑へに思さるれば、女 （ 一 宮）おはしませばそれに心を慰めて、里にぞ籠りおはする」という状況であった。彼女は里居の最中に忍んできた殿中将と再び関係を持ち、懐妊する。ｃ
の背景懐妊発覚後に里下がりをしていた藤壺の許に三条院が訪れる。
「残り少なき御対面にもあらむと心細く思されるままに、このごろは、ひたすらうらうらとうつくしき御もてなしには （三条院は）例の分くる御心もうち忘れて、この宮がちにおは ますも……」と、藤壺の軟化し 態度に三条院は藤壺の許を離れられなくなる。院不在の隙に 再び後涼殿は宮中将によって強引に契りを結ばされる。
以上のことから、 三条後宮を巡る「密通」は、 ①三条帝が「密通」
















世代の権力争い 生み出した事態である。この権力争いは の入内を拒否した我が身帝、ひい はそ 原因とな 我が身姫の存
在に端を発しており、我が身姫が後涼殿入内を画策したことで表面化したと考えられる。
なお、親たちの勝手な事情や思惑が娘の将来を決める状況は、三











ら関白には皇后の宮を、三位中将 は本来の思い人である女三の宮を想起させる「形代」として機能していた。彼女は素姓 理解すると同時にそれを明かせない苦 みを抱 、正しい血筋 理解に助けられ作中で唯一「密通」を回避するが、娘を「密通」まが の事件で失う。同母兄・二の宮に迫られ、女三の宮と三位中将 恋愛を間近で見た過去の経験から、我が身姫は「密通」に対して強 警戒心を抱いてい 。娘たち は『狭衣物語』女二の宮など絵物語の例を挙げながら、自身の「密通」観を色濃く反映 せた教育を施しのの、その教育が却って仇となり皇太后宮は自死を選ぶこと なってしまう。皇太后宮の悲劇は我が身姫からの連鎖性をもっていると言えるのだ。
巻四以降の「密通」は、三条帝が「密通」の当事者となる后以外
に心を移した一瞬に行われており、四人 后がいる状況こそが「密通」が起こり得 原因であったと考え る。四人も 后が入内する状況は親たちの権力争いを背景に、我が 帝が我が身姫以外の女君の入内を拒み息子・三条帝 元へ 入内を勧めたこ 端を発し、三条帝と後涼殿の私通を知った我が身姫 後涼殿の入内 画策した
ことが原因となっている。つまり巻四以降の「密通」が行われた状況は、我 身姫が作り出していると考えられる。
以上から本作品における「密通」は、不義の子である我が身姫が



































































金光桂子「 『我が身にたどる姫君』の描く歴史（上） 」 （ 『国語国文』六
九―九・二〇〇〇年九月）
